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1　はじめに

古森県における野菜栽培は，水田転換対策等

を契機として盛んになり，ナガイモ，ニンニク

の大規模産地が形成され，また，ダイコン．ニ

ンジン等の野菜指定産地を中心として，更に拡

大しつつある。中でも，ナガイモ及びニンニク

は，収益性が高いことや栽培管理が比較的容易

であること等のため，栽培面積が急速に拡大し，

生産量及び品質とも屈指の産地を形成するほど

の作物となった。しかし，これらの産地が形成，

定着し，拡大する過程では，強度の連作が行わ

れ，病害虫が多発し，収量・品質は低下する傾

向が見られるようになった。

各地で問題になっている連作障害の要因10）は，

土壌伝染性病害及び線虫によるものが多いが，青

森県の野菜産地においてもほぼ同様のことが認

められた。

また，ナガイモ，ニンニクの場合は，ウイル

ス病の発生も一つの特徴であった。両作物の増

殖は栄養繁殖によるため，急速な面積拡大の中

で優良種苗の供給が不足し，ウイルスに擢病し

た種イモや種球（りん片）によってウイルス病

が慢延し、収量低下の一要因となった。

本報では，特産野菜の主要な病害について，

総合助成試験「寒地ニンニクの土壌伝染性病害

の生態と防除法」（青森県畑作園芸試験場・青森県

農業試験場）及び県単試験等で検討された成果

を取りまとめて報告する。

2　ナガイモ・ニンニクの作付面積及び

収量の推移

青森県では，ナガイモ，ニンニクとも古くか

ら栽培されていたが．図一1に示すとおり，昭

和40年代後半から急増して，大規模産地が形成

され，本県の特産野菜－基幹作物として位置

付けされるようになった。ナガイモの全国作付
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面積に対する比率を見ると，昭

和40年代前半は数パーセント

50年で15％に増加したが，59年

には32％（2，600hn）のシェア　収2．500

を占めている。ニンニクもほぼ

同様で，40年代前半は数パーセ

ント，51年で13％に増加したが，

59年には40％（1，310hq）のシ

ェアを占めるまでに拡大した。

一万，10a当たり収量は明らか

に低下の傾向が見られるように

なった。

収量低下の要因として，最近

の不良天候が指摘されているが，

表－1，2に示す病害の影響も

看過できない問題である。

野菜産地に発展する初期の段

階では，生産の安定を阻害する

ような病害の多発生はほとんど

知られていなかった。

ナガイモでは，モザイク病

（えそモザイク病）が広く発生
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図－1　ナガイモ、ニンニクの作付面積及び収量の推移

注． ＊5か年移動平均　　＊＊作付面積対全国比

し，彙渋病，炭そ病，舌かび病，紫紋羽病，斑

点病，炊腐病，ゆみはり線虫病が散戎6していた。

産地の拡大に伴い，褐色腐敗病や根腐病が広く

発生するようになり，昭和洪年ころ，収穫後

の低温貯蔵中に＊ピシウム腐敗病3〉（Py地が桝

gyJかαわC〟刑）や＊脅β批わ㈹OM∫㈹〃rgi〃〃加に

ょる腐敗15）が多発し，また，ヤマセ気象の年次

には＊環紋章枯病18とC如才“加g肋別れ。。ね）

が多発するようになった（＊印は新病害である

ことを示す。以下も同様）。

ニンニクでは，昭和40年代には病害はほとんど

問題になっていなかったが，産地拡大・連作化
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が進むにつれて菓枯病や＊春腐病（Pggはね椚0和郎

軌呵由矧如pv．矧町面相的　P　くね厄病　等）

の発生が激甚を極め，土壌伝染性病害の＊黒嘱

菌核病11（虎肋加地刑の吻加椚㈹）及び＊紅色

根腐病川（勒rg卯C如如才grrggJわざ）の発生が

県内各地で確認されるようになった。

また，モザイク病，さび病，軟腐病も発生して

いたが，最近は新たに，＊黄斑病（〃gJgrO∫如ね〟椚

〃J巌），＊イモグサレセンチュウ（α相知血御

加融和が〝）による被害が一部地帯で確認され

た。そのほか，葉枯病菌，釣蛸雨脚柁属菌等に

よる貯蔵中の腐敗卜純血由沼料ゆ血加搾属菌に



義一1　ナガイモの主要病害の発生状況（発生面積率）

年 次 作　 付　 面　 積 （血 ） え そ モ ザ イ ク 病 （％ ） 褐 色 腐 敗 病 （％ ） 炭　　 そ　　 病 （％ ）

4 7 7 5 7 8 5 ．2 ー

15 ．0

4 8 8 4 8 6 8 ．2 －

5 0 1，0 1 0 6 7 ．3
－

5 2 1 ，6 9 0 7 7 ．2 － 14 ．3

5 3 2 ．4 3 0 5 0 ．0 － ー

5 5 2 ，2 6 0 7 2 ．3 8 ．5 2 6 ．6

5 6 2 ，3 2 0 7 4 ．9 9 ．1 1 2 ．8

5 7 2 ，3 4 0 8 7 ．5 1 5 ．9 1 1．4

5 8 2 ，3 5 0 6 9 ．0 2 4 ．3 5 ．4

5 9 2 ，6 0 0 6 2 ．6 2 6 ．0 2 ．2

注．褐色腐敗病には根腐敗病を含む。

義一2　ニンニクの主要病害の発生状況（発生面積率）

年 次 作 付 面 積 （血 ） 黒 腐 菌 核 病 （％ ） 紅 色 根 腐 病 （％ ） 春　 腐　 病 （％ ） 垂　 枯　 病 （％ ）

5 3 7 1 9 6．5 38 ．1

2 2 ．1

4 8 ．7

54 8 8 7 2 0 ．5 1 7．5 3 7 ．3

55 8 8 2 2 9 ．7 19 ．2 7 8 ．7

5 6 9 3 3 1 1．1 1 1 ．5 4 5 ．3

5 7 1，0 6 0 6 ．7 5．0 2 8 ．6 5 2 ．0

5 8 1，15 0 5．7 5 ．0 4 7 ．5 4 3 ．1

5 9 1，3 10 6 ．9 7 ．1 3 1．8 5 1．5

よる種球の汚染，原因不明の障害等が発生して　　　　本病は，羅病種イモによって分散し，更に虫

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　媒伝染が行われて，表→1に示すとおり県内全

域に発生しているが，被害面積率は減少傾向が

3　ナガイモ

川　えそモザイク病

義一3　ナガイモのモザイク症状と収量

見られている。

雁病棟の収量は義一3に示すとおりで，生産

症　 状 供試数 イモ長 （cm） 供 式敷 イモ重 （タ）

H 14 63 ．9 士 6．8 2 0 1，5 4 3．5 士 3 4 0 ．8

M 29 5 7．4 ± 4．0 3 1 1，0 6 2．6 士 14 9 ．0

M ・N 25 5 6 ．8 士 4．9 36 9 0 3．3 士 10 0．9

N 65 4 7 ．6 士 2．2 7 0 6 7 4．6 士　 59．7

注．H：外観健全．M：モザイク軋　N：えそ斑。
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義一4　ナガイモ茎頂培養株の収量（青森畑園試，昭和59年）

種 子 イ モ の種 類 区 1） イ モ 長 （CⅡ．） イ モ径 （仇 ） イ モ重 くタ） ウ ィル ス症 状 （斉 ）11 平 イモ （％ ）2）

切　 片

（ 10 － 1 2 タ）

培 4 2．5 2 6 ．8 2 5 9 ．2 3．3 0

非　 培 3 5．4 2 4 ．9 19 1．6 3 2 ，5 0

非　 比 12 0 10 8 13 5 －

切 イ モ

（1 2 0 － 14 0 ク）

培 6 6．5 4 8 ．0 9 3 2 ．3 0 3 2 ．6

非 5 5．3 4 3．1 6 1 2 ．9 8 7 ．5 4 ．0

非　 比 12 0 1 1 1 15 2 － －

注．昭和59年5月20日植付．10月11日調査
1）：培：茎頂培養株，非培：非茎頂茎養株
2）：発生株率

力に及ぼす影響は少なくなかった。病原ウイル

スは，電顧観察により　Chinese yam necrotic

mosaic drusであることが明らかになり，当

面の対策として優良母本の選抜が行われた。ま

た，組織培養（茎頂培養）によるウイルスフリー

株作出の研究が始められた。

作出されたウイルスフリー株は義一4に例示

するとおり，生育はおう盛で生産力も向上した

が，平イモが発生しやすい傾向がある。また，

ウイルスフリー株の作出率は約90％であるが，

アブラムシ類によって容易に再感染することが

明らかにされた。

栄養繁殖性作物であるナガイモでは，生産の

安定及び品質維持のためにウイルスフリー株

の確保は極めて重要であると考えられる。

早急に，ウイルス再感染の防止対策，ウイル

スフリー株の栽培体系の確立を図る必要があ

り，また，ウイルス検定法の改善，弱毒ウイル

スの利用等も検討すべきである。

（2）褐色腐敗病及び根腐病

昭和44年，青森県横浜町においてダ〟∫αわび桝

∫0ね痛による褐色腐敗病の被害が認められ，53

年には，F．0瑚坤Or加桝による褐色腐敗病及び限

－30－

表－5ナガイモ褐色腐敗病の種イモによる伝染

発 病 程度 指 数 0 1 2 3 4 計

同 上 株 数 12 12 9 3 8 44

比 率 （％ ） Z 7．3 27．3 お．5 6．8 18．2 1の

注．数個の病斑を有する羅病イモを供試
発病程度指数

0：病斑が認められない。
1：首都に病斑がわずかに認められる。
2：首一胴部に病斑が認められる。
3：病斑が全体に分布している。
4：腐敗又は著しい寄形を呈している。

腐病（β加都CJO戒〃∫OJβ血）の発生が確認され

た。強度の連作によって被害は増大し，権柄桔

イモ（表－5）や汚染土壌等によって分布は拡

大したものと考えられる（表－1）。

本病の多発圃場で採集した確病イモから，関

与菌の分離がなされたが（供試病斑数：80点），

且の榔砂川仰の分離頻度が50％で最も高く，次

いで尺　∫OJ〃癒（錮％），Pyrg乃OC加gJ〃Sp．

（16％），凡go山鹿（8％）等であった。本

県では，褐色腐敗病及び根腐病の混発圃場は少

なくなく，また，各地の発生開場では，細根部

の褐変，イモ表皮の紅色を帯びた褐変等の症状

が観察され．強度連作圃場における複雑な被害

様相が推察される。

種子消毒の効果は，表－6に示すとおりであ



義一6　ナガイモの種イモ消毒の効果

供　 試　 薬　 剤 処理方法 発病株率陶 発病度 2）

チウラム・ベノミル水損剤 植付直前 2．4 0 ．6

チウラム・ベノミル水柵 切 イモ時 6．5 1．7

T P N ・ベノ ミル水有刺 植 付直前 0 0

キャブタン・T B Z 水和剤 植 付直前 2．2 0．6

パ リダマ イシ ン液 剤 植 付直前 0 0

無　 処　 理　 1 － 72．9 40 ．7

無　 処　 理　 2日
－ 4．2 1．ユ

注．処理濃度：100倍液10分間浸演
1）　未発生匝場産種イモ供試
2）　発病度＝（指数×個数）／4NxlOO

指数：真一5参照

る。この中で，チウラム・ベノミル剤が登録さ

れ，普及に移された。

土壌くん蒸剤による褐色腐敗病（根腐病を舎

む）の防除法が検討され，クロルビクリン剤の

効果が認められた。本剤は，ナガイモ根腐病の

防除剤として登録され，普及に移された。

土壌くん蒸剤によって土壌消毒を行った場合，

なんらかの原因で再汚染すると激しい発病をみ

ることがあり，本剤の防除効果の安定を図るた

め，表－7に示す土壌改良資材との併用の影響

が検討された。D－D・メチルイソチオシアネー

ト油剤による土壌くん蒸消毒は，処理当年はや

や効果が認められたが，処理翌年は無処理より

多発した。本剤と土壌改良資材との併用は，発

病株率・発病度とも低下する傾向が認められた

が，処理翌年以降は増加し，実用化に当たって

は更に検討が必要であると考えられた。

土壌伝染性病害の対策として，輪作体系の確

立は基本的な重要課題であるが，試験例は極め

て少ない。竹椚ま，ナガイモの連作によって褐

色腐敗病が多発した圃場において，スダックス

の導入とクロルビクリン剤による土壌消毒を併

蓑一丁　ナガイモ褐色腐敗病に対する
薬剤・資材の影響

施

用

量

年

次

発
病
株
率
脚

5 7 3 8 ．5

5 8 1 0 0

5 9 1 0 0

供試薬剤

・　資　材

n一口・メチルイソチ

オシアネート油剤

（川α当り）

43g

43 ヱ 57 14．3

5 t 58 78，6

59 91．7

．5 t

57 100

58 84．6

59 90．0

100k9

57 100

58 100

59 100

100k8

57 100

58 92．3

59 100

57 100

58 84．6

59 100

ロー．n・メチルイソチ

オシ7ネート油剤

スミリンユーキデルマ

スミリンユーキデルマ

石　灰　窒　素

バ　イ　オ　　20

無　　処　　理

注．植付月日：5月下旬．むかど使用

用して，本病の被害を著しく軽減する効果を認

めた。更に，病原菌の種類，生態を踏まえた，ま

た，生産者が導入しやすい輪作体系の試験例を

蓄積する必要がある。

4　ニンニク

日）モザイク病

ニンニクの増殖は栄養繁殖によるため，本病

は，確病りん片とともに栽培面積の拡大に伴っ

て増加した。

病原ウイルスは明かでないが，Garlic mosaic

virus及び　Garliclatent　virus　が分布し，

重複感染しているものと推察されている。詳細
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義一8　ニンニク茎頂培養株の生産力（青森畑園試，昭和59年）

りん片

・1†日日

」 球　　 重 （タ） 球　　　　 径 血 J り　ん　片　数仲

培 1 培 2 非 培 1 培 2 非 培 1 培 2

7 8 ．8 6 6 ．6 6 1 ．9 6 0 ．4 6 3 ．0 6 0 ．5 5 ．6 5 ．8

8 3 ．1 7 5 ．8 7 1 ．0 6 5 ．7 6 3 ．8 6 3 ．7 6 ．4 6 ．2

7 7 ．1 7 9 ．1 6 6 ．3 6 4 ．5 6 4 ．7 6 2 ．2 6 ．8 6 ．6

7 5 ．2 6 8 ．4 6 2 ．4 6 4 ．4 6 0 ．0 5 9 ．0 5 ．8 5 ．1

8 5 ．7 7 6 ．9 6 9 ．3 6 3 ．8 6 4 ．8 6 1 ．8 5 ． 1 5 ．7

8 0 ．0 7 3 ．4 6 6 ．2 6 3 ．8 6 3 ．3 6 1 ．4 5 ．9 5 ．9

1 2 1 1 1 1 1 0 0 1 0 4 1 0 3 1 0 0 1 1 3 1 1 3

非

10－11

11－12

12－13

13－14

14－15

平　均

非　比

注．品種：福地ホワイト　　培1．2：茎頂培養株の露地栽培1．2年臥　非：非茎頂培養株　モザイク病発

病株率：培1…‥0．3％，培2…‥1．3％，非‥…68．0％

な調査はないが．栽培されているほとんどの株

はモザイク症状を呈しており，少なからぬ生産

力の低下が推測される。そのため．優良母本の

選抜が行われ，また，組織培養によるウイルス

フリー株作出の研究が始められた。

組織培養によるウイルスフリー株の作出率は．

約90％であり，表－8に例示するとおり，ウイ

ルスフリー株は生育がおう盛で生産力も向上し

た。

再感染率は低い傾向が認められたが，虫媒伝

染等については明らかにされていないので，早

急に解明する必要がある。更に，ニンニクは栄

養繁殖性作物であり，ナガイモのえそモザイク

病と同様の検討すべき課題が残されている。

ウイルスフリー株の生育特性は明らかにさ

れたが，実用化までには更に年数を要する。当

面は，モザイク症状が軽症な株を選抜41して種子

りん片を選び，収量低下の軽減を図ることが必

要である。

（2）黒腐菌核病

昭和51年，青森県浪岡町で発生が認められ，

－32－

義一9　ニンニク黒腐繭核病の発病程度と収量

発 病

程 度

重 量 等 級 別 球 率 ㈲

L 球 M 球 S 球 屑 球

健　 全 3．8 44．2 42．3 9．6

軽　 症 3．8 25．8 34．8 33．3

重　 症 0 0 0 100

注．収穫15日前の発病程度．健全：発病を認めない
軽症：株の1／2以下の糞が黄変枯死
重症：株の1／2以上の葉が黄変枯死

その後，県内各地に発生（表－2）して甚大な

被害を与えた。本病は，義一9に示すとおり，

発病すると収量・品質は著しく低下する。

病原菌は．＆肋加地澗aゆ血椚㈹　Berk．と

同定され，黒腐菌核病と命名された。また，発

生生態，防除法の検討がなされた8㌧　その概要は

以下のとおりである。

寄主範囲はニンニクのはかネギ，タマネギの

みであり，ラッキョウ．ニラ，ハクサイ，キュ

ウリ等には病原性が認められなかった。

本菌はト黒色，球一偏球形の小南核を形成し，

土壌中に長期間生存して伝染源になる。耕うん



義一10　ニンニク黒腐菌核病に対する各種薬剤の効果

供　　 試　　 薬　　 剤 処 理　 方　 法 発 病 株 率脚 発　 病　 度 収　 量　 脚 無 処 理 比

ダ　 ゾ　 メ　 ッ　 ト　 粒　 割 り 30 g ／ ㌦ 混 和 13．7 1 1．8 7，0 5 0 2 7 6

ク　 ロ　 ル　 ビ ク リ　 ン　 剤 lI 3 m g／ 穴 39．1 3 7．5 5．4 6 0 2 14

（； ニ ：ネ∵ メ ニ ノ崇 芸 3 れg／穴

1 ％湿 粉 衣
2．4 1．2 7，9 2 0 3 1 1

チ オ フ ァネ ー トメ チ ル 水 和 剤 1 ％ 湿 粉 衣 4．8 2．2 7，4 9 0 2 9 4

チ ウ ラ ム ・ベ ノ　ミル 水 和 剤 2 ％ 湿 粉 衣 2．6 乙 5 6，9 8 0 2 7 4

P　 C　 N　 B　 粉　 剤 30 ク／ ㌦ 混 和 4 0．2 3 9．3 4 ，8 4 0 19 0

イ　 ソ　 キ サ　 ゾ ー　 ル 粉　 剤 75 タ／ 〝㌔混 和 5 1，9 5 1．2 3，7 5 0 14 7

T　　 P　　 N　　 粉　　 剤 40 ダ／ 7㌦混 和 6 6．6 6 5．9 3，2 6 0 12 8

ベ　 ノ　 ミ　 ル　 水　 和　 剤　 2） 1 00 倍 液虐注 4 8．1 4 6．8 4，2 2 0 16 5

無　　　　　 処　　　　　 理 7 3．8 7 1．0 2，5 5 0 10 0

注．1）53年8月30日処理　2）10月26臥11月17，28日雇注．その他は格付直前処理　植付：9月27日

調査：54年7月10日

作業等によって分布は拡大するが，種球による

伝搬はほとんどない。

培地上の生育は，20℃前後，菌核形成は10－

20℃が良好であった。発病は，15－20℃が良好

であるが，15℃以下でも認められた。

黒ぼく土，砂土，赤土の各土壌で発生し，土

壌酸度はpH4．1～8．4の広範囲で発病した。

化学肥料及び稲わら鶏糞堆肥の施用は発生に影響

が無かったが，湛水処理により発病は低下した。

薬剤による防除法は，表－10に例示するとお

り，土壌くん蒸消毒，土壌混和消毒，土壌雇注

消毒，種子りん片消毒等の方法が検討された。

その結果，クロルビクリン剤，PCNB剤等に

よる土壌消毒の効果は低かったが，チウラム・

ベノミル水和剤，チオファネートメチル水和剤

等による種子りん片消毒の卓効が認められた。

植付時に，同剤により種子りん片を湿粉衣消毒

するのみで，防除効果は収穫時まで持続した。

チウラム・ベノミル水和剤（ベンレートT水和

義一11ニンニク黒腐函核病に対するりん片局

部薬剤塗布の影響

塗　 布

部　 位

発 病　 株　 率 ㈲

4 月 9 日 7 月 10 日

片　　 側　　 面 2 5．0 5 9．2

上　　 半　　 分 2 0．8 6 7．5

下　　 半　　 分 5．0 5．8

底　　 盤　　 部 4 2．5 5 0．0

りん 片 1 ％ 粉 衣 7．5 9．2

無　　 処　　 理 8 0．8 9 9．2

注．チウラム・ベルミル水和剤（水25汀止に809）

剤20）は登録され，普及に移されて，本病の発

生阻止に大きく貢献した。その後，イプロジオ

ン水和剤（ロブラール水和剤）が登録された。

卓効を示した湿粉衣消毒法は，種子りん片1

k9当たり，約20mgの水と薬剤の所定量（りん片

重量の0，5～1，0％量）とを添加して混ぜ，薬

剤をりん片表面全体に均一に付着させる方法で

あるが，防除機作は不明であった。真一11に示

す試験等により，作用機作の推定を試みた結果，
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義一12　ニンニク紅色根腐病の発病程度と生育・収量

発 病 程 度 草　 丈　 k山 球 長 径 血I 球 短 径 k d

無 9 3．2 士 0．8 6．4 士 0．1 6．0 土 0．1

少 8 6．9　士 2．2 6．1 士 0．2 5．7　士 0．2

中 7 9．3 士 2．4 5．4 士 0．2 5．0 士 0．2

多 7 5．5 士 2．9 5．0 士 0．2 4．6 士 0．2

注．無：健全．少：根全体に占める紅変腐敗根の割合が1／3以下，中：1／3～2／3，多：2／3以上

義一13　ニンニクの紅色根腐症汚染土の処理と紅変症状の発生

区＼採集地点 三戸町A 同　　 B 田 子 町

供 試土 壌殺 菌 0　／　 5 0　／　 3 0　／　 3

供試土壌無殺菌 5　／　5 3　／　 3 3　／　 3

注．紅変株数／供試株数

義一14　分離由の病原性

G P － 160 1〉 P 2）
盲㌃ 丁

R 4）供試植物＼供試菌株 YP－1835）

3 ／ 3 ， 5 ／ 5 3 ／ 3 0 ／ 3 0 ／ 3 0 ／ 3

3 ／ 3 ， 5 ／ 5 － n ／ 3

3 ／ 3 ， 5 ／ 5 － 0 ／ 3

1 ／ 3 ， 2 ／ 5 － －

ニ　ン　ニ　ク

ネ　　　　　　ギ

タ　マ　ネ　ギ

ラ

0／3

0／3

0／3

0／3

注．紅変株数／供試株数．1）～4）はニンニクから分離
1）：りrg乃OC加gf〃　sp．（分生子殻形成）

2）：Pッrg〝？‘加gJdSp．？（分生子殻形成せず）
3）：F加Mr川桝　Sp．；4）：斤机zOCJo乃　〃　Sp．
5）：ナガイモから分離されたPγrg〃OC如gJ〃　Sp．（分生子殻形成）

りん片への局部処理でも．ある程度の防除効果

が認められ，特に，りん片下半分への塗布処理

は卓効を示した。本病原菌はニンニク地下部の

いずれの部位からでも侵入し得ることが明らか

にされており．これらから，本剤は単に保護殺

菌として作用するだけでなく，ニンニクの体内

に浸透移行して病原菌の侵入を阻止し．防除効

果を示すものと推察された。

そのほか，主にチウラム・ベノミル水和剤を

供試して，浸潰法・薬害等の試験が行われた。

－34－

本病は，チウラム・ベノミル水和剤等による

種子りん片消毒により．実用的防除法はほぼ確

立されたと考えられる。今後は，耐性菌出現に

よる効力低下等に留意する必要がある。また，

本試験では耕種的方法による発病軽減効果は認

められなかった。有効な作付体系，本病原菌に

対する括抗微生物の導入等検討すべき課題は少

なくない。

（3）紅色根席病

昭和50年，青森県三戸町で発生が認められた。



義一15　ニンニク紅色根腐病菌の分生子殻等の大きさ

供 試 菌 分離植物 分 生 子 殻 剛　　　 毛 分　　　　　 生　　　　　 子

G P － 16 0 ニンニク 100 － 3 20 ／上 18 － 150 ／上 3．5 － 5．5 × 1．8 － 2．8 〟

児　 玉　 ら タマネギ 200 － 350 1 10　－ 150 5　　 －　7　　 × 1．8 －　2．2

G o r e n z ら タマネギ 120 － 450 8 － 120 3．7 － 5．6　× 1．8 －　2．4

義一16　ニンニク紅色根腐病菌の各種植物に
対する病原性

供 試 植 物 発 病割 合 再 分 離 病　 徴

オ　 ク　　 ラ 9 ／　 9 2 ／ 15 根 紅変腐 敗

ホウ レンソウ 10 ／ 10 17 ／ 18 同　　　 上

ゴ　 ボ　 ウ 0 ／　 9 －

エ　 ン　 ド　 ウ 0 ／　 8 ー

夕■　イ　 コ　 ン 10 ／ 10 10 ／ 10 黒　 褐　 変

キ　 ュ　 ウ　 リ 10 ／ 10 9 ／ 15 根　 紅　 変

ナ　　　　　 ス 0 ／ 10 － －

ト　　 マ　　 ト 0 ／ 10 － －

タ　 マ　 ネ　 ギ 19 ／ 19 13 ／ 16 根紅 変腐 敗

ネ ・　　　 ギ 22 ／ 2 2 16 ／ 2 0 同 上

根 紅 変

アスパ ラガ ス 3 ／ 10 3 ／　 3

ラ 2 ／　 2 7 ／ 11

カ　 ン　 ラ　 ン 0　 23 －

注．発病割合：発病株数／供試数
再分離：分離数／供試数

前記の黒腐菌核病と異なり，慢性的な被害様相

を呈するため，本病の被害は過少に評価されや

すいが，表－12に示すとおり，発病程度が高い

ほど生育及び収量は低下する。

本病の発生圃場の土壌を採集し、高圧殺菌処

理を行ったところ病原性は消失した（表－13）。

また，ニンニク根の紅変部位から常法によって

関与菌を分離し，表－14に示す供試植物に接種

した結果十円肌微細ね劇α属菌は明らかに紅変症

状を再現したが，fお〃わ〟桝属菌，βゐ古都Cfo痛α

属菌及びナガイモから分離されたPy相加でゐ〃gJ〃

属歯は変化が認められなかった。紅変症状を呈

した接種病斑部からは，Pyrg乃OC加gJα属菌が再

分離され，本病の病原菌であると判断された。

本病原菌は表－15に示すとおり，Gorenz　ら21，

児玉ら6）の報告とほぼ一致した。曜病根上にはぼ

球状で，黒～黒褐色，乳頭状突起，殻孔のある

分生子殻を形成する。分生子殻の大きさは，大

小さまざまで，分生子殻の頚部周辺から3－16

本の剛毛が発生している。分生子は卵形，長楕

円形で，平滑，無色，単胞，油滴様物質がある。

以上の結果，病原菌は，」勒相加d郎飽

terresths（Hansen）Gorenz，Walker et

Larsonと同定され，紅色根腐病】7』命名され

た。

寄主範囲は表－16に示すとおり広く，ニンニ

ク，タマネギ，ニラ等のネギ属植物のはか，オ

クラ，ホウレンソウ，ダイコン，キュウリ等に

も病原性が認められた。

種子りん片による伝搬はほとんど無いものと

考えられ，土壌中に残存した催病根上の厚膜化

した菌糸によって土壌伝染するものと思われる

が，更に検討が必要である。

本病はニンニク初作目から発生することもあ

るが，連作年数が長い圃場はど発病程度は高く

なる傾向（r＝0．632）がある（表－17）。

培地上の生育は，25℃前後が良好であり，10

℃以下では劣った。広い範囲のpH域で生育す

るが，pH6．0前後での生育が良好であった。

砂土，砂壌土，壌土のいずれでも発病するが．
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義一17　連作年数とニンニク紅色根腐病の

発生

調　 査　 地　 点 発 病 株率 脚 発 病 度 連 作 年 数 鞘

三 戸 郡 田子 町 1 1 2 ．0 4 ．0 5

同　 同　　 2 2 4 ．0 8 ，0 3

同　　 福 地 村 0 0 2

同　 五 戸 町 1 9 1．7 3 7．2 10

同　 同　　 2 3 8 ，0 1 2 ．7 3

十 和 田市　 洞 内 13．7 4 ．6 ム

上 北 郡 天 間林 村 1 0 0 5 2 ．7 5

同　 同　　 2 6 4 ．3 28 ．6 3

同　 同　　 3 9．8 3 ．3 2

注．調査月日：7月2．　9日

義一18　ニンニク紅色根腐病に対する連輪作の影響

砂土での発病程度が高い傾向が見られた。腐熟

馬糞厩肥の多量施用で発病程度は低下したが，

2－10t（10a当たり）では影響がなかった。

湛水処理によって発病程度は低下する傾向が見

られた。

本病の輪作による軽減効果は．表－18に示す

とおりで．コムギ及びダイズの導入では認めら

れなかった。

薬剤による防除法は，表－19，20に例示する

とおり，土壌くん蒸消毒，土壌混和消毒，種子

りん片粉衣消毒等が検討された。その結果，ク

栽　　　　　 培　　　　 年　　　　 次 発　　 病　　 度

5 3年　　 54年　　　　 5 5年　　　　 56年　　　　 57年 5 6年 5 7年

ニ ンニ ク … ・ダ イ ズ ・ ・ニ ンニ ク ・ ・ニ ンニ ク 8 8．7 5 5．1

ニ ンニ ク … ・ダ イ ズ … ・ダ イ ズ ・ニ ンニ ク ー 6 8．0

ニ ンニ ク ・ ・コ ムギ … ・コム ギ ・ ・ ・ニ ンニ ク － 6 6．3

ニ ンニ ク　…　 …　 …　 …　 … ニ ンニ ク － 4 9．4

ニ ンニ ク ・・ニ ンニ ク ・ ・ ・ニ ンニ ク ・ ・ニ ンニ ク 4 1．3 4 4．4

義一19　ニンニク紅色根腐病に対する防除効果11）

供　　 試　　 薬　　 剤 処 理 方 法 発 病株 率脚 発 病 度 10 0 株 収 量 （卯 同比

ク　 ロ　 ル　 ビ ク リ　 ン　 剤 3 m g／ 穴 34．1 1 1．6 9．6 8 0 1 4 4

臭　 化　 メ　 チ　 ル　 剤 20 タ／ †げ 9 6．0 3 3．4 8，5 9 0 1 2 8

ダ　 ゾ　 メ　 ッ　 ト　 拉　 剤 30 g ／ 〝P 1 0 0 4 4．2 9．9 4 0 1 4 8

チオ フ ァネ ー トメ チル 水 和 剤 1 ％湿 粉 衣 10 0 7 0．9 6，6 50 9 9

ベ　 ノ　 ミ　 ル　 水　 和　 剤 1 ％ 湿 粉 衣 10 0 7 1．6 7，3 10 1 0 9

P　 C　 N　 B　 粉　 剤 30 タ／ 〝㌔ 1 00 7 5．0 7，2 0 0 10 7

フ　 ァ　 ー　 テ　 レ　 ー　 ド 10 0 ク／ ㌦ 1 0 0 6 6．7 7，4 6 0 1 1 1

無　　　　　 処　　　　　 理
－ 1 0 0 7 9．3 6，7 10 10 0

義一20　ニンニク紅色根腐病に対する防除効果（2）

供 試 薬 剤 処 理 方 法 発 病 株 率脚 発病 度 1 0 0 株 収 量（卯 同 比

ク ロル ビ リリン剤 3 3 ヱ／ 10 a 6．7 1．9 8，1 0 0 1 7 0

ダ ゾ メ ッ ト粒 剤 40 k 8 50，9 14．6 6，5 1 7 1 3 7

石　 灰　 窒　 素 15 0 k 9 9 9．2 4 5．2 6，2 0 0 13 0

厩　　　　　 肥 10 t 10 0 5 2．5 5，4 6 7 1 15

無　　 処　　 理 10 0 5 8．8 4．7 6 7 1 0 0
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ロルビクリン剤等による土壌くん蒸消毒の効果

が認められ，種子りん片消毒の効果は無かった。

また，刷巴，石灰窒素，ファーテレードの施用

はやや増収したが，発病軽減の効果は認められ

なかった。

Pyrg乃OC加如属菌は比較的病原性の弱い菌

と考えられていたが，昭和45年ころから相次い

で連作障害の原因菌として分離され，注目され

ている。Satdlは病原性の弱い菌による連作障

害について，菌の代謝する植物毒性物質との関

連を解明するため勒rg乃OC加gJα属菌を取り

上げ，ニンニク菌（GP－160菌株）等から

Pyrenocine A，B，C　や　Pyrenochaetic

acid A，B，Cを分離し，レタス，タマネギ

等に対する阻害作用を認めた。今後の解明が待

たれる。ニンニクの被害は慢性的な被害様相で

あるが，連作年数が長くなると被害は増大する

ため，現場では他作物へ転換する事例も見られ

るようになった。

本試験では，クロルビクリン剤による土壌く

ん蒸消毒による防除効果が認められたが，耕種

的に発病を軽減する方法は策定されなかった。

本病原菌は寄生範囲が広いため，輪作休系に

導入する作物の選択は困難と考えられる。ダ

イズ，コムギの導入はむしろ発病を助長した。

一方、堆厩肥の施用は発病軽減の効果は認めら

れなかったもののニンニクの生育を促進し増収

が見られた。今後は，有効な作付体系の検討，

土壌くん蒸剤と堆厩肥の併用による効果持続期

間の延長，安定化等を検討するとともに，本病

原菌に対する桔抗微生物の検索・導入を図る必

要があると考えられる。

（4）黒腐菌核病及び紅色根腐病の同時防除

両病害の併発圃場において，同時防除法を検

討した。表－21に示すとおり，それぞれの病害

を対象として検討した防除効果は，併発圃場に

おいてもはば実証された。しかし，併発圃場で

は，紅色根腐病を対象とする土壌くん蒸消毒と

黒腐菌核病を対象とするりん片湿粉衣消毒を併

用する必要がある。

5　今後の問題点

ナガイモ及びニンニクの産地化に伴って新病

害が発生したばかりでなく，諸病害による被害

も多発した。その原因及び防除対策は，前述の

とおり，それぞれの病害について明らかにされ

たが，未解明の問題も多く残されている。土壌

伝染性病害の対策は，一手段で対応できるもので

はなく，総合的な対策が必要であり，そのために

は，作付体系との関連，有機物施用の影響につ

いての検討．更には，特定病原菌に対する括抗

微生物の導入等諸場面から解明する必要がある

義一21ニンニク黒腐菌核病・紅色根腐病の同時防除

供　 試　 薬　 剤 処理方法
黒　 腐　 薗　 核　 病 紅　 色　 根　 腐　 病

発病株率脚 発　 病　 度 発病株率㈲ 発　 病　 度

〈；ォ；芸 子ト：∴ ；蕊 33 g

1 ％粉衣
2．5 1．7 7．9 2．0

ク　ロ ル ビ ク リ　ン 剤 33 g 20．0 13．8 24．5 6．6

チオファネートメチル水和剤 1 ％粉衣 3．3 2．9 97．4 32．8

無　　　 処　　　 理 － 40．0 32．7 100 37．4

－37－



義一22　野菜指定産地における土壌病害の増加（三沢地区農業改良普及所，昭和60年）

項　 目　　　　 年 次 50 5 1 52 5 3 5 4 5 5 56 5 7 5 8 5 9 60

（A ）野 菜 栽 培 面 積 （血） 288 3 10 3 4 7 4 5 5 4 3 3 43 1 4 4 0 4 5 8 4 6 5 4 9 8 5 2 0

（B ）ア プ ラ ナ 科 野 菜 （血） 128 149 17 6 2 7 2 2 5 5 24 8 2 4 0 2 44 2 4 7 2 4 8 3 3 0

B ／ A x lOO （％） 44 48 5 1 6 0 5 9 5 8 5 5 5 3 5 3 5 0 6 4

（C ）根 こぶ 病発生面 積 （血） 0 0 0 0 3 4 6 0 1 0 0 1 1 5 1 2 0 1 30

C ／ B X lOO （％） － － 1 2 2 5 4 1 4 7 4 8 3 9

注．青森県百石町，卯年産地指定．60年は暫定値

と考えられる。

ダイコン，ニンジン，キャベツ等の野菜指定

産地として拡大しつつある産地においても，連

作畑ではナガイモ，ニンニクと同様の問題が顕

在化しつつある。ダイコン産地では，A〆ね肋川里相打

属菌による椴部障害が見られ．産地指定年が

早い産地はどキタネグサレセンチュウの被害

が激化している。ニンジン産地では，＊黒色

椴腐病7）（勘挿頭蝕抑Sp．），＊褐色根腐病9）

引　　　用

（C扉血れ昭明知い止紬融柳椚㈹）の被害が見

られ，最近新たに＊こぶ病の発生が旺認された。

キャベツ産地では，根こぶ病の発生が急増して

いる（表－22）。

野菜生産の拡大に当たっては，産地における

病害虫，中でも，土壌伝染性病害・線虫は重要

な問題であり，早急に，適切な対応が必要であ

る。
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